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として scaling hyp･ot-hesr雨 堰 増 され 七いる｡ 今回の研究会では蓬)この
ような scalinghy如 thesisの意味と有効性,②臨界儀域 (k≫ ㌃)に
おけるorder･parlaT&ter･のダイナ ミックス,か話題の中心であったO亡i
このように臨界点近傍では (揺ぎの長距離相幽〕 ≡ .〔臨界揺動〕によって
系の性質か完息 にきまること考えるか, しかしS､taticな場合でもその証明はまだ
十分だとはいえなし-lo~dynamicな ときには,散逸と臨界揺動 との関係につ
いてデ 9グー トな問題か生ず る. 緩和現象や淀通常マクロな乱れか不規坪jな
ミクロな熟運動へ物理一畳を散逸す iゎ亘であるか, この散逸適程において,
マクロなスケールの臨界轟動かどのよすな散逸の受け と.り方をやるかを明ら
かにしなければなちない.臨界領域 (k湊 ､K)における sloppysp阜n


















































the partition function in the complexfieldplane
-D2-
ちo有限アイiyング格子の統計力学
oFi-mite/H弓.is?nbergmodelの統計力学
oYang-Leeの定理の拡張に対する数値実験
o三つの転移点を持つ飾りつき格子
olmpurityスピ､ンを含む強磁性体りMagnon
e_
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